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　狭山市議会では、入間基地に係る市民の生
活環境を改善するための対策にあたるため、
狭山市基地対策特別委員会を設置しています。
　国および基地に対して、入間航空祭におけ
る航空機の安全飛行の徹底についての要望活
動のほか、小中学校の公式行事の際の飛行訓
練等の中止についての要望活動等を実施し、
また、それらの要望の内容を協議するため、
定例会ごとに委員会を開催しています。

　 広報委員会は、市民と議会の架け橋とな
る「議会だより」を年４回（２月、５月、８
月、11月）に発行しています。
　長年、同じスタイルであった議会だよりで
すが、2025年５月号からリニューアルし、全
ページ横書き、そしてデザインも一新、読み
やすくなってリスタートしました。今後も広
報委員全員で、議会情報を正確に、そして誰
もが分かりやすい誌面作りに精励していきた
いと思っています。

「一部事務組合議会」とは、複数の地方公共団体が、特定の行政サービスを共同
で処理するために設置する「一部事務組合」という組織に設けられる議会のことです。
　狭山市が所属する主な一部事務組合は、「埼玉西部消防組合」と「広域飯能斎場
組合」です。それぞれ組合議会が設置され、各市から議員が選出されます。

構成市：飯能市、狭山市、日高市
共同処理する事務：火葬場、葬祭場の設置およ
び維持管理に関する事務等
狭山市選出議員：丸橋ユキ、菅野淳、土方隆司

構成市：所沢市、飯能市、狭山市、入間市、日高市
共同処理する事務：消防・救急に関する事務等
狭山市選出議員：広山清志、大沢えみ子、太田博希

基地対策特別委員会

広報委員会 議会だよりを一新、もっと見やすく、分かりやすく……

市民の生活環境向上のため

（後列左から）土方隆司委員、橋本亜矢委員、田中寿夫委員、豊泉正人委
員、船川秀子委員、酒井英男委員
（前列左から）福田正委員長、菅野淳副委員長

（後列左から）福田正委員、関根弘樹委員、衣川千代子委員、豊泉正人委
員、酒井英男委員、土方隆司委員
（前列左から）菅野淳委員長、丸橋ユキ副委員長

一部事務組合議会とは？

埼玉西部消防組合 広域飯能斎場組合
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委員会活動報告

　建設環境委員会では、道路・橋梁、下水道
などインフラの維持管理、またごみ処理施設
の整備や省エネルギーなど環境に関する事項
を審査します。

委員会年間活動計画
【建設分野】
●入曽駅周辺整備事業について
調査項目：①旧駅舎解体撤去、土地区画整理
事業における換地処分等について
●官民連携まちづくり（都市再生）について
調査項目：②官民連携まちづくりの進め方
【環境分野】
●地球温暖化防止対策について
調査項目：③カーボンニュートラルの実現に
向けた公共施設の取り組みについて
●サーキュラーエコノミーの推進について
調査項目：④廃食油リサイクルの現状について

　市議会の運営、会議規則、委員会の条例、
議長の諮問に係る事項、議案、陳情などの取
り扱いを協議します。また定例会の振り返り
をしっかり行うことで、市民に分かりやすい
市議会となるよう、検討を行います。

年間テーマについて
●議会デジタル化の推進
　狭山市議会のデジタル化の推進について
は、議会内のＩＣＴプロジェクトチームと連
携し、適正かつ効果的に情報を活用できる環
境を整備することで、開かれた議会、さらに
は市民サービスの向上に結び付くよう、検討
を進めてまいります。
●主権者教育
　子どもたちが政治や社会のことに関心を持
ち、それを「自分ごと」として考えた上で、
選挙などに主体的に参加することの意識づけ

安全で快適な暮らしやすいまちづくりを目指して！

市民にも分かりやすい議会運営に向けて

建設環境委員会

議会運営委員会

　人口減少や少子高齢化が進行しているなか
「官民連携のまちづくり」が注目されていま
す。駅周辺等の都市再生を他の自治体が実施
している先進例事例について調査を行います。
　廃食油の再利用はサーキュラーエコノミー
（循環型社会）推進を助け、バイオディーゼ
ル燃料としての活用はカーボンニュートラル
の実現にも貢献すると考えられることから、
現在の実施状況を調査します。

となる、狭山市議会「子ども向けのプログラ
ム」について検討を行います。
●災害対応
　実際の災害をシミュレーションし、情報共
有、安否確認等を含めた、避難訓練の計画と
実施を検討します。

（後列左から）内藤光雄委員、加賀谷勉委員、大島政教委員、町田昌弘委
員、三浦和也委員
（前列左から）酒井英男委員長、橋本亜矢副委員長

現地視察のようす

（後列左から）土方隆司委員、酒井英男委員、豊泉正人委員、田中寿夫委
員、菅野淳委員、大沢えみ子委員
（前列左から）笹本英輔委員長、広山清志副委員長


